
令和３年度 第２回広域計画等推進委員会 次第 

 

令和４年１月 31日（月） 午前 10時～ 

１ 開  会 

２ 議 題 

（１）第４期広域計画の検証及び第２期関西創生戦略の令和３年度中間評価について 

（２）第５期広域計画（Ｒ５年度～Ｒ７年度）の策定に向けて 

◆目指すべき関西の将来像と関西広域連合が果たすべき役割 

＜参考：第４期広域計画における目指すべき関西の将来像＞ 

１ 基本的な考え方 

(1) 国土の双眼構造を実現し、分権型社会を先導する関西 

(2) 個性や強み、歴史や文化を活かして、地域全体が発展する関西 

(3) アジア・世界とつながる、新たな価値創造拠点・関西 

２ 将来像 

(1) 危機に強く、防災・減災のモデルとなる関西 

(2) 医療における安全・安心ネットワークが確立された関西 

(3) 国内外にわたる観光・文化・スポーツの交流拠点関西 

(4) 世界に開かれた経済拠点関西 

(5) 地域環境・地球環境問題に対応し、環境・経済・社会の統合的向上による持続可能な関西 

(6) 人・モノ・情報が集積する基盤を有する世界のネットワーク拠点関西 

◆各施策の取組方針 

＜参考：第４期広域計画でのおもな項目＞ 

・広域事務 

広域防災、広域観光・文化・スポーツ振興、広域産業振興・農林水産業振興、広域医療、 

広域環境保全、資格試験・免許等、広域職員研修 

・政策の企画調整 

広域インフラ、プラスチック対策、エネルギー政策の推進、特区事業の展開、イノベー 

ションの推進、琵琶湖・淀川流域対策、ワールドマスターズ 2021関西の開催支援、2025年 

大阪・関西万博への対応、女性活躍の推進、ＳＤＧｓの普及推進 

・分権型社会の実現 

国土の双眼構造の実現に向けた取組、地方分権改革の推進 

・様々な主体との連携・協働 

経済界・大学等との連携、市町村との連携、連携団体との連携、国との連携、外国・国際 

機関との連携、住民等との協働 

＊おもな論点 

・ポストコロナ（ウイズコロナ）への対応 

・2025年大阪・関西万博に向けた対応、その効果を関西全体に波及させるための取組 

・デジタル化の推進 

・脱炭素社会の実現に向けた取組 

・東京一極集中の是正に向けた取組 

・その他（ＳＤＧｓの視点に立った取組、環境や社会課題等への対応を考慮した取組 など） 



 

【配付資料】 

資料１ 広域事務等の検証関係  

１－１ 広域事務等の検証（自己点検）結果について 

１－２ 令和３年度 施策運営目標の中間評価について 

  １－３ 令和３年度 第２期関西創生戦略の中間評価について 

 資料２ 目指すべき関西の将来像等（広域計画（第１期～第４期）） 

 資料３ 新型コロナウイルス関係 

   関西圏域における新型コロナウイルス感染症への対応等について 

 資料４ デジタル化関係 

４－１ 関西広域連合におけるオープンデータの取組等について 

  ４－２ デジタル化の推進に関する国の動向について 

 資料５ 脱炭素関係   

  関西脱炭素社会実現宣言について 

資料６ 地方創生関係 

６－１ デジタル田園都市国家構想及び地方創生に関する国の動向について 

  ６－２ 令和３年 月別転入超過数の推移 

  ６－３ 第２期関西創生戦略 人口ビジョン掲載データ 

６－４ 関西経済等の主な統計データ 

参考１ 第５期広域計画の策定スケジュール 

参考２ 広域計画等推進委員会等からの意見・提言のとりまとめ 

 

 


